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議　　　事　　　日　　　程 

　　令和５年第３回浜中町議会定例会 

　令和５年９月７日午前１０時開議 

 
日　　　程 議 案 番 号 議　　　　　　件

 
日程第　１ 会議録署名議員の指名

 
日程第　２ 議案第７８号 令和５年度浜中町一般会計補正予算（第４号）

 
日程第　３ 議案第７９号 令和５年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第１号）

 
日程第　４ 議案第８０号 令和５年度浜中診療所特別会計補正予算（第２号）

 
日程第　５ 議案第８１号 令和５年度浜中町下水道事業会計補正予算（第１号）

 
日程第　６ 議案第８２号

令和４年度浜中町水道事業会計未処分利益剰余金の処分

について

 
日程第　７ 議案第８３号 浜中町教育委員会委員の任命同意について

 
日程第　８ 議案第８４号 人権擁護委員の候補者の推薦について

 
日程第　９

認 定 第  １ 

号
令和４年度浜中町一般会計歳入歳出決算の認定について

 
日程第１０

認 定 第  ２ 

号

令和４年度浜中町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について

 
日程第１１

認 定 第  ３ 

号

令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について

 
日程第１２

認 定 第  ４ 

号

令和４年度浜中町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について

 
日程第１３

認 定 第  ５ 

号

令和４年度浜中診療所特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

 
日程第１４

認 定 第  ６ 

号

令和４年度浜中町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について

 
日程第１５

認 定 第  ７ 

号
令和４年度浜中町水道事業会計決算の認定について

 
日程第１６ 報告第１０号 令和４年度浜中町財政健全化判断比率の報告について

 
日程第１７ 報告第１１号 令和４年度浜中町公営企業資金不足比率の報告について
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日程第１８ 議員の派遣について

 

日程第１９

閉会中の継続調査の申し出について 

(総務経済常任委員会・社会文教常任委員会・広報公聴常

任委員会・議会運営委員会)
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（開議　午前１０時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開　　議　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　前日に引き続き、会議を開きます。 

　本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、前日同様であります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第２　議案第７８号　令和５年度浜中町一般会計補正予算（第４号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第２、議案第７８号の質疑を続けます。 

　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　それではまず、２０ページの庁舎管理に要する経費の修繕料２４

万２０００円についてです。 

　これにつきましては外部キュービクルの補修ということでしたけれども、どのような保

守が必要になったのか、ご説明をいただきたいと思います。 

　次に、その下の電算システムに要する経費の委託料及びその下の負担金についてです。 

　個人情報保護制度運用支援委託料は、当初予算が３５０万９０００円で、当初予算のと

きには今年度で２年目の委託料だという説明がございました。今回、ここから負担金とい

うことで２８６万円が組替えになっております。 

　昨年度、ほぼ同額で３００万円強の予算で委託料を諮っていたものを負担金に切り替え

るということで、６４万９０００円の委託料が残るわけですけれども、その委託内容等を

説明していただきたいです。 

　その下の道自治体情報システム協議会負担金へ組み替えたということであります。説明

では、ＬｏＧｏチャット導入等ということでありましたけれども、初めて聞いた言葉で、

ＬｏＧｏチャットという用語は何かなと思って調べましたら、自治体といいますか、行政

関連の情報交換のツールであるというおおよその理解をしました。ただ、これを導入する

ことによってどういう利便性が図れるのでしょうか。多分、業務の効率化等が図られるの

だと思うのですけれども、どういう効率化が図られるのか、それを示していただければ分

かりやすいかなと思いますので、ご説明をいただきたいと思います。 

　次に、２４ページからになるのですが、農業者の後継者就業交付金についてです。 

　今補正で新規に５名の１２か月分の３００万円という予算です。農業に関してはまとま
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って５人という交付金の利用は初めてかなと思うので、大変いいことだなと思っているの

ですけれども、新規５名の方の地区、例えば、学業を終えて、家に帰ってきて後を継いだ

のか、あるいは、Ｕターンということもあるのかなと思いますので、その詳細を説明して

いただければと思います。 

　次に、２８ページの漁業後継者のほうです。 

　先ほどの農業後継者の５名については１２か月分ということで、満額６５万円の５人分

ということでしたが、漁業の方は新規１名で９か月分という予算計上になっているのです。

農業のほうは１年間で、漁業のほうが９か月というのはどういうことなのか、ご説明くだ

さい。 

　次に、その下の下の下の商工振興に要する経費のうち、負担金１５５万円の増額につい

てです。 

　事前説明ですと、跡見学園が当初２名の予定だったものが１名増えて、その方の分の宿

泊等の支援だということで、それは分かるのですけれども、もう一点、新規就業体験受入

れ分として１５０万円とあります。新規就業体験受入れというのは、多分、財政課長の捕

捉説明であったのかなと思うのですけれども、どこが実施する事業で、どこに対して補助

があって、どのような業種の就業を体験してもらうのかを説明していただければと思いま

す。 

　次に、３０ページですが、２８ページからの中山間活性化施設に要する経費の会計年度

任用職員報酬の増額２９万円についてです。 

　補足説明では、これまで時間給だった方が日給になった、それによる増額であるという

ことでした。当初では、事務職員が２名、芝刈りの方が１名、パートが２名ということで、

６１０万円程度の当初予算でしたけれども、ここで言う雇用形態が変わった方というのは

どういう業務に携わるようになったのかも含め、説明してください。 

　次に、その下の港湾整備に要する経費の修繕料８４万７０００円についてです。 

　当初予算が５７万８０００円で、今回、不足分ということで、新たな修繕ではないのか、

要は、修繕の内容が変わったわけではなく、単純に経費等が増額になったと理解している

のですけれども、どのような修繕に８４万７０００円という補正が必要になったのか、ご

説明ください。 

　次に、中学校管理に要する経費についてです。 

　昨日もありました茶内中学校のトイレ改修ということで、おおよそ理解はしています。

冬休みの期間を利用して行うようですけれども、何せ１２０日という工期ということであ

りました。ですから、当然、休み明けも工事は終わっていないのだろうと思います。 

　問題は、その間のトイレの利用です。小学校の場合は、外に仮設トイレを置いたという

ことがあるのですけれども、冬場の工事期間中のトイレ利用はどのように考えておられる

のか、もっと言ってしまえば、何か所もトイレ改修があるわけですけれども、できるので

あれば、どこか１か所を集中的に終わらせてしまって、冬期間はそこのトイレを使用して
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くださいということのほうが子どもたちにとっても利便性がいいのかなと思うので、その

考え方を伺っておきます。 

　次に、３２ページの給食センターに要する経費の修繕料７１万９０００円についてです

が、この修繕内容をご説明していただければと思います。 

　以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君）　それでは、議案２０ページの庁舎管理に要する経費と電算シ

ステムに要する経費についてお答え申し上げます。 

　まず、庁舎維持管理に要する経費、需用費の修繕料についてです。 

　この修繕料につきましては、庁舎の西面に設置してございます浄化槽の制御盤、外部キ

ュービクルの塗装に係るものでございます。現在、このキュービクルがさびてきておりま

して、このまま放置しておきますとかなり腐食が進んでまいるということで、ここで再塗

装を施し、腐食の進行を止めるべく、塗装経費を計上させていただいております。 

　塗装処理が必要な面積については１５平米、約４坪程度で、下地処理、さび止め処理で

８万２５００円、塗装経費で８万２５００円、足場諸経費等で５万５０００円、合計２２

万円で、税込２４万円での補正をお願いするものでございます。 

　続きまして、電算システムに要する経費についてです。 

　当初は３０５万９０００円でしたが、今回、２８６万円に組替えをさせていただくとい

うことで、残り６４万９０００円に関しては、新個人情報ウェブシステムの導入というこ

とで、令和３年度にデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に係る法律が公布さ

れたことで、個人情報保護に関する法律が改正されました。それにより、本町の個人情報

に係る条例も大きく改正されたということで、本年の３月定例議会で議決をいただいてご

ざいます。 

　その関係で、１０００件以上のデータがある場合には個人情報ファイル簿をつくって管

理していかなければなりませんが、その管理費用に対して６４万９０００円がかかりまし

て、それが今回の２８０万円以外の６４万９０００円という費用でございます。 

　次に、ＬｏＧｏチャットの関係です。 

　これは庁舎内において職員同士が情報共有するための主に業務連絡に用いるツールでご

ざいまして、本年度に入ってから試験的に活用を既に始めてございます。非常に効果的、

効率的に業務が展開できるということで、今後、本格的に導入をさせていただきたいとい

うことで計上させていただいております。 

　これは、ＰＤＦのほか、ワードやエクセルのやり取りができまして、一回一回、ペーパ

ーを持っていき、お互いに確認し合うというようなこともスマートフォンやパソコンで行

えますし、添削もできるということで、業務を行うに当たっては非常に効果的です。さら

には、セキュリティー面においても非常に評価できるというものでございます。 

　これまでも業務連絡についてはＬＩＮＥや何かでやり取りしていたのですけれども、Ｌ
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ＩＮＥについては、個人のスマートフォンで使うものですから、セキュリティー面や情報

漏えいの心配もございました。ですから、プライベートについてはＬＩＮＥ、仕事に使う

ものについてはＬｏＧｏチャットとしっかり区別をしながら、個人情報の保護にも対応し

ていきたいと考えております。 

　自治体向けに特化したビジネスチャットツールでして、現在、全国の１７１８市町村の

うち、１２１１団体、３分の２程度で導入しているということで、釧路管内では既に釧路

町、白糠町、鶴井村が始めております。今回、浜中町も始めたいと考えておりますが、こ

れで根室管内については１市４町村となります。 

　セキュリティー面が非常に強化されたツールでございますので、今後、本格的に本町で

も導入していきたいということです。 

○議長（落合俊雄君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まず、２４ページ下段から２６ページにまたがる農林水産業費、

農業費、農業振興費の就業交付金についてお答えします。 

　まず、人数からご説明いたします。 

　当初予算では、継続者２名分に新規申込者１名分の合計１８０万円を計上しておりまし

た。このたび、新規申込者が６名おり、補正につきましては不足分５名の３００万円の計

上となっております。 

　その内容ですが、６名のうち、学卒者４名で、年齢は１９歳から２２歳、Ｕターン者は

２名で、２０歳と３８歳です。 

　地区についてですが、西円朱別が２名、東円朱別、茶内、姉別、熊牛が各１名ずつとな

っております。 

○議長（落合俊雄君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　２８ページの後継者就業交付金の４５万円についてご説明申

し上げます。 

　こちらの方は７月にＵターンで帰ってこられまして、７月から３月までの９か月分の補

正をお願いしたものであります。 

　次に、３０ページの港湾の修繕料についてご説明申し上げます。 

　令和５年６月２日に完了いたしました暮帰別マイナス１．５メートル物揚場道路工事に

より油が流出してしまい、港湾使用者の船舶に油が付着してしまったため、簡易舗装道路

を剝がし、原状復旧を行う補修工事を行わせていただきました。 

　既定予算及び予算流用させていただき、予算の戻入れのための修繕料となります。 

○議長（落合俊雄君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　それではまず、２８ページの商工振興に要する経費のう

ち、負担金、インターンシップ受入負担金の内容についてご説明申し上げます。 

　まず、議員からご質問があったとおり、このインターンシップを受ける負担金は、当初、

跡見学園の受入れ負担ということで２名分を計上しておりましたが、最終的な選考で３名
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に追加になったということで、１名分の５万円を措置させていただいたところであります。 

　次に、もう一つの就業体験の事業の内容についてご説明申し上げたいと思います。 

　この事業は経済産業省の所管する令和５年度地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進

事業と申しまして、地方公共団体ではなく、民間事業者のみが事業主体として実施する事

業であります。 

　なお、この民間事業者につきましては、株式会社地方創生推進協同機構でございます。 

　まず、本事業の主たる目的につきましては、地域における企業の人手不足、高齢化など、

事業継続も含め、多くの問題を抱える地域事業者と、首都圏などで、移住や新規起業など、

地方創生に意欲や興味のある人材をつなぐ、いわゆるプラットフォームの構築を目指して

おります。 

　本年度におきましては、公募により１５名の参加者を募り、浜中町に滞在中、様々な農

漁業をはじめとする様々な事業の体験をしていただくことになっております。また、町内

参加者と町内事業者、さらには、各分野の第一線で活躍しておりますプロの人材による人

材育成セミナーなども同時に開催しながら、参加者と町内事業者の双方のビジネスマッチ

ングを試験的にしていただきます。 

　なお、今後、本事業により、多様な人材と町内事業者とのマッチングにより地域企業の

担い手確保、新規事業開発や事業継承など、地域経済の活性化、さらには、新産業の創出

を生むことも町として期待しているところでございます。 

　いずれにいたしましても、町といたしましては、年々、地域事業者の減少、宿泊業、飲

食業など、さらなる事業者の減少に歯止めが利かない状況にありますが、この事業を契機

に、商工会、地元の金融機関、地域事業者と行政が連携しながら支援してまいりたいと考

えております。 

　続きまして、３０ページの中山間活性化施設管理に要する経費の内容についてご説明申

し上げます。 

　まず、会計年度任用職員の報酬２９万円の増の詳細についてです。 

　議員からご質問があったとおり、報酬につきましては、一般事務１名、施設作業員１名、

パートタイム１名、新規募集１名の４名で当初予算措置をしていたところでございます。

しかしながら、この４月、年度当初より１名の募集をしていたところ、募集がありません

でした。そこで、募集を再度かけ、最終的には８月１日から働いていただける方が見つか

りました。その方に雇用形態のご相談をさせていただいたところ、時短ではなく、日給で

働けるということでしたので、施設の作業員として日給で働いていただくこととしました。

もう実際に業務に就いているのですけれども、今回はそういった組替えの差額分の補正と

なっております。 

○議長（落合俊雄君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　３０ページの茶内中学校のトイレ改修工事の工事期間中のト

イレの考え方のご質問にお答えいたします。 
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　この工事の内容ですけれども、トイレの全面的なリフォームのほか、浄化槽を撤去して

下水道につなぐというものですので、議員がおっしゃるとおり、トイレの利用については

配慮した工事を進めていくことが必要だと考えておりまして、浄化槽を撤去している間は

仮設トイレを置き、下水道の管路をつなぐような工事を先にやります。そして、トイレの

リフォーム工事についてですが、生徒と職員のトイレのどちらかの改修を先に終え、下水

道管につなぐということを考えております。 

　現時点では、職員トイレのほうが個数は少ないので、そちらを先行してはどうかと建設

課としては思っておりますけれども、いずれにしても工事受注になりましたら、トイレを

利用できない期間を極力減らすような効率よい工程を組んで、その際、学校と受注者と協

議しながら進めていきたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　給食センター所長。 

○給食センター所長（春日良太君）　それでは、３２ページの給食センターに要する経費

の修繕料の内訳についてご説明申し上げます。 

　今回の修繕は二つございます。 

　まず初めに、給食センター洗浄室内の壁の補修です。 

　学校給食の食缶を学校に配送するためのコンテナが洗浄室の一角にあるのですが、その

コンテナを洗浄し、乾燥室に送る場所の壁に防水塗装を施した石膏ボードを貼る仕様とな

っておりますが、今回、その壁にコンテナがぶつかることによって傷やへこみができ、防

水塗装が剝がれ、そこに水が浸透し、腐食してぼろぼろになって穴が開いたものを修繕す

るものです。 

　今回の修繕方法は、穴が開いた壁を剝がし、石膏ボードを貼った後、高さ１．２メート

ルのステンレス板を設置し、今後の接触等による破損の対策をするもので、これについて

の金額は６１万６０００円となります。 

　次に、食材や調理器具を次亜塩素酸水で洗うための生成器、これはクリンスイという機

械になりますが、この機械は次亜塩素酸水をつくるために食塩を使用しておりますが、今

回、この食塩が結晶化し、ポンプ内で目詰まりを起こしたため、ポンプの交換が必要とな

ったため、ポンプを交換するもので、これが１０万２７４０円となります。 

○議長（落合俊雄君）　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　まず、２０ページの庁舎管理に要する経費についてです。 

　実は、今朝、見てきました。確かにひどい状態ですよ。単純に考えて、僅か３年余りで

ああいう状態になってしまうというのは、そもそも製品としてどうなのかと端的に思った

のです。これは不良品ではないのということです。 

　幾ら塩害があるといっても、僅か３年であのように塗装が浮いてきて、内部にさびが入

ったわけですよね。車の塗装とはもちろん違うのでしょうけれども、車では絶対に考えら

れないような現象です。今回施す補修というのはそれに対処した補修になっているのでし

ょうか。 
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　もう一つ、あのようなキュービクルはあそこだけなのか、例えば、この施設でほかにも

あったとしたら、それらの状態はどうなのかもお聞きしたいと思いますが、取りあえず３

年であの状態になるというのはまず考えられないなと単純に思いました。 

　十分にそれに対処した上での修繕になるのかですが、ということは、また３年後に同様

の状態になることも十分に考えられるのかなと思うのですけれども、それはどう考えてお

られるのか、お聞きいたします。 

　次に、その下の情報セキュリティーのことについてです。 

　ほぼ理解はしたのですけれども、今回、２８６万円を負担金に組み替えた中に情報セキ

ュリティーサポートサービス１４３万円というものが負担金の中に入っております。先ほ

ど来言っていた残りの６４万９０００円についてですけれども、委託料として組まなけれ

ば、こちらのサポートサービスのほうではできないという判断で残すのだというお考えだ

ということですね。 

　１４８万円の負担金を払ってやる中では、先ほど言った管理簿の対応ができないから委

託料として残すのだということなのだろうと理解したのですけれども、ということは、次

年度以降もこれは必要になってくるでしょうし、同様に、サポートサービスの１４８万円

の予算も必要になってくるのですね。それならそれでそのように理解するからよろしいの

ですけれども、それについてお知らせください。 

　次に、２８ページの商工振興に要する経費についてです。 

　インターンシップ受入負担金が計上されていて、先ほどの説明ですと、農漁業等も含め

た就業体験をしてもらうための宿泊料の補助と理解しました。あくまでも民間事業者が国

の補助を受けて実施する事業であって、ということは、例えば、農業であれば農協を通し

てどこかの受入れ先が決まっている、漁業のほうでも同様の措置がされているといいます

か、そうしたことがちゃんと計画されていると理解するのですけれども、そういう考えで

よろしいのでしょうか。そうであれば、農業体験が何名、漁業体験が何名、商工業体験が

何名と示していただいたほうがより分かりやすいかなと思います。 

　次に、若干関連になってしまうのですけれども、先日、ホームページを見ておりました

ら、国の補助事業の一環として、浜中町では、求人募集をかけるに当たって、国の補助制

度がありますよということで募集をかけておりました。正直、あまり詳しく内容を把握し

ていないのですけれども、この周知方法というのはホームページだけなのか、それとも、

各産業団体や企業を含め、周知されているのでしょうか。また、現在で応募があるのであ

れば示していただければと思います。あわせて、どういう事業なのか、分かりやすく説明

していただければと思います。 

○議長（落合俊雄君）　総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君）　議案２０ページの庁舎維持管理に要する経費についてお答え

申し上げます。 

　この外部キュービクルにつきましては、海からの潮風による塩害ではないかなというふ
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うに思っております。令和２年に供用開始してから３年程度でこのような状況になってい

るわけですが、非常に潮風が強いせいなのかなと考えております。 

　キュービクルについては、あそこの部分１か所のみということでございますけれども、

自然との闘いでございまして、今後、どういったような状況になるかはやってみなければ

分からないところもありますし、不良品だと私どもは思っておりません。 

　今回、新たにさび止め処理をさせていただいた上で塗装処理をしたいと思っております

が、さび止めにはエポキシ樹脂という特殊な樹脂を使います。この樹脂につきましては、

熱硬化性樹脂ということで、耐水性、耐油性があり、油にも強く、電気を通さないという

非常に強い特別なもので、接着剤としても使われております。家電製品や船舶、あるいは、

釣りざおなんかにも使われる非常に塩にも強い樹脂の加工をさせていただきます。 

　この樹脂の耐久性について、はっきりしたことは言えないのですけれども、例えば、原

爆ドームの保存工事やなんかにも使われておりまして、それを塗装してから３０年間、十

分に強度を保っている、発揮しているといった一定の報告も上がっていまして、そうした

強力な樹脂を用いたいと考えておりまして、本施設も長もちすることを願っているところ

でございます。 

　次に、電算システムに要する経費についてです。 

　今回、３０５万９０００円のうち、２８６万円を組み替えさせていただいて、残った６

４万９０００円については、引き続き、去年と同じ業者に委託していかなければならない

ため、この部分は委託料に残るということでございます。 

　当初、この部分は全て委託業者にお願いしようかなということで予算を組ませていただ

いたのですけれども、町が加入する自治体情報システム協議会で今年に入ってから情報セ

キュリティーのサポートサービスを使えるということになりまして、それであれば負担金

ということになりますので、振り替えさせていただきました。 

○議長（落合俊雄君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　２８ページの事業について再度のご質問がありましたの

で、お答え申し上げたいと思います。 

　まず、今回、１２月の上旬に滞在していただく職業体験ですが、漁協、農協というより

は、水産業に関しましては、浜中養殖ウニを中心に、ウニむき体験を町内事業者にお願い

しているのですけれども、実際に船で行って、養殖の現場を見てもらい、ウニむきの体験

などをしていただきます。また、農業であると、研修牧場で実際に酪農現場を見ていただ

くほか、チーズづくりなど、浜中町の産業をしっかりと体験していただこうと考えており

ます。その後、この期間中、町内の多くの事業者と交流を深めるために交流会などを開い

て、たくさんの情報をその方たちから収集するといった機会も設けます。 

　今、首都圏などで地方創生に意欲がある方はたくさんいらっしゃいまして、北海道に移

住してきたい、北海道で仕事をしたいという声がすごく多いそうです。そういった本気で

浜中町で就職、移住、定住、そして起業したいという方をしっかりつかんでいくことがメ
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インです。今までこういった事業は行政が積極的にやってこなかったところではあるので

すけれども、地域の商工会、金融機関、多くの事業者に理解していただきたいと思ってお

ります。 

　人材を確保するための打つ手がどこの事業者にもない状態ですが、その手助けを私たち

がしていければなという思いで、今回、この事業に賛同しました。 

　なお、募集はこれからとなります。 

　次に、議員からホームページを見られて募集があったということについてですが、手を

挙げていただく１５事業者を募っています。当初の応募で町内の８事業者から手が挙がっ

ていまして、皆さんに何とかして人材が欲しいという切実な思いがあると考えております。

これは１５事業者が上限なものですから、もういっぱいになっていると思うのですけれど

も、その１５事業者のところに来ていただいた方に多くを体験していただければと思って

いますし、そうした地域の事業者の切実な声を私たちも大事にしたいと考えています。 

　議員もよくおっしゃっていますが、飲食業や宿泊業は、今、非常に低迷しています。そ

の一助になればなという思いでこの事業に賛同し、今回、一部負担金という形で事業者に

補助金を出すということですが、やりっ放しではなく、今年は初年度ですけれども、２年

後、３年後、最終的には地域の事業者がしっかりと人材を確保できるような体制をつくっ

ていただきたいという考えを行政としては持っていますので、ご理解をいただければと思

います。 

○議長（落合俊雄君）　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　ほぼ理解いたしました。 

　しつこいようですが、２０ページのキュービクルについてです。 

　ただ、何せ僅か３年弱です。それに、前回、庁舎の壁の亀裂ということもございました。

それを今さらということはありませんけれども、一つ気になっているのが照明玄関の上の

雨よけの横にあるはりの塗装で、数か所剝げているという状況があります。当然、承知し

ているとは思うのですけれども、全て塩害でああいう状況になるかというのは甚だ疑問で

す。あのまま放置しておきますと、あそこもどんどん塗装が剝げていって、今ですと上を

見なければ分からないのですけれども、その処理も考えなければならなくなるのだろうな

と思うのです。 

　幾ら潮風で塩が付着したとしても、それにさびのところは掘れています。鉄の部分が腐

食で掘れて、点々と掘れた跡が見えているわけです。今さらなのでしょうけれども、しっ

かりと対策した塗装を施すということでありました。 

　その上で一つ確認です。 

　エポキシの樹脂は、さびた部分だけに施すのではなく、全体の塗装を剝がした上で、全

て処理し、塗装をかけるということですよね。そこまでやって２４万２０００円でできる

のかというのもあるのですけれども、そのことだけ答弁をいただきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　総務課長。 
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○総務課長（赤石俊行君）　ただいまの質問にお答えいたします。 

　議員が言われたとおり、エポキシ樹脂の塗装については、その部分だけやってもまた広

がりますので、全体を下地処理し、その上で塗装をしたいと思っております。 

○議長（落合俊雄君）　１番三上浅雄議員。 

○１番（三上浅雄君）　１点だけです。 

　２０ページのふるさと納税に要する経費のうち、ふるさと納税支援業務委託料について

です。 

　説明では、パンフレットの第２弾ということでした。今までのパンフレットを完全に刷

新し、これとはまた全く別様式のものをつくるのでしょうか。類似するところは当然出て

くると思いますけれども、２６ページに私たちがつくっていますというページがあります

よね。ここには浜中漁業協同組合などもあるのですけれども、写真だけなのです。 

　例えば、下にあるＱＲコードから動画が見られるようにするなど、そういうことはでき

るものなのでしょうか。今回は業者委託になっているのですけれども、課としてはこうい

うことをしたい、こういうことしたいと多分要望していると思うのですね。その中にそう

いうことがあるのか、お聞きします。 

　そして、総務省が１０月１日ルールというものをつくりました。スマホで調べますと、

熟成肉なんかは加工が市内事業者でも駄目だということですよね。それから、精米も駄目

で、その２点だけであって、あとは手数料を５０％に抑えるのを厳密化するというような

ことが出てくるのですけれども、その説明をお願いします。 

　また、そのルールが１０月１日からスタートしたら、うちの町の返礼品に影響が出るの

でしょうか。 

　もう一つは、年度末から８月末現在のふるさと納税の推移です。 

　夏場ですから、やっぱりハーゲンダッツが人気なのかなと思いますけれども、品目の内

訳が分かりましたら教えてください。 

○議長（落合俊雄君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　数点にわたっての質問でございましたが、順にご答弁申

し上げたいと思います。 

　まず、パンフレットについてですが、刷新ではなくて、２０２２年版、２０２３年版が

実は刷新したものです。 

　今までのパンフレットより寄附者に多く手に取っていただきたいという思いで、昨年、

補正予算の議決を議会でいただき、刷新させていただきました。皆さんには５月の臨時会

の後にお配りしたと思うのですが、非常に好評でして、１万部つくったのですけれども、

ほぼ在庫がなくなってしまいました。 

　全国の事業者に完成後にお配りしたのもあるのですが、すぐに皆さんが持っていってし

まって、在庫がない状態に近いということです。特に、浜中農協がソフトクリームを売り

出してから、町外、道外の方が結構いらっしゃって、皆さんが持っていってくれたのです。
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そのようにパンフレットが非常に好評だったといいますか、想定外にパンフレットを消費

してしまったということも一つの原因であります。 

　また、昨年から今年にかけての物価・燃油高騰の影響で、返礼品価格を各事業者が大幅

に値上げしております。そのため、昨年につくったパンフレットの価格が現状と合ってい

ないということもあります。しかし、正しい情報を寄附者に伝えなければならないわけで、

それらを総合的に判断し、刷新というよりはグレードアップするということです。 

　今回、同じようなパンフレットをつくることになるとは思うのですが、前回よりも趣向

を凝らし、事業者の思い、それから、我々の思いを込め、また、皆さんが楽しめるような

パンフレットができればいいなと思っています。 

　その中で、議員がおっしゃった動画についてです。 

　前回は、農業、漁業、観光の動画を手軽にスマホで見れるようなＱＲコードをつけさせ

ていただきました。たくさんの浜中町を知らない方がこのパンフレットを見たとき、ただ

写真だけを見るのでなく、浜中町の漁業の様子やもう少し深掘りできるような思いの詰ま

った動画などが見られるよう、このパンフレットにＱＲコードを載せることができればい

いなと思っています。 

　思いばかりだとお金がどんどん上がってしまうので、どこまでができるかは分からない

のですけれども、最大限の努力をしてまいりたいと思っております。 

　次に、３点目の総務省の通知の関係です。 

　本年６月２７日に総務省から通知がございまして、返礼品の基本的な見直しが各市町村

に通知されております。 

　まず、大きな部分で申し上げますと、議員からお話があったとおり、返礼品に係る費用

の基準の５割ルールのさらなる厳格化がなされております。 

　今までは、返礼品の５割に係る経費について、返礼品の調達価格、返礼品価格、送料、

広告その他事務に係るものの総体が５割を超えてはいけませんよというルールで、それに

従って私たちも皆さんからいただいた寄附金を大切に使ってまいりました。 

　しかし、今までふるさと納税に係る経費として見ていなかったものも総務省からかなり

強く言われておりまして、例えば、ふるさと納税業務に係る私たちの人件費も費用に含め

ることとなります。それから、寄附後に発生する費用、例えば、寄附金控除を受けるため

に寄附金控除の受領書などを送付するのですが、そういった経費は今まで見なくてよかっ

たのです。しかし、それも５割の中に含めることとなりました。今まで皆さんは網の目を

くぐっていたと思うのですけれども、それも入れなければならないということです。 

　実は、浜中町は、それは真面目に守っていました。ですから、結論から言いますと、議

員がご心配するような、それによって浜中町がこのルールを逸脱するようなことにならな

いかという懸念はございません。 

　ルールが変われど、私たちは国から示されたルールは今後もしっかり守っていきます。

ただ、その調査はかなり厳格化されると思います。都度、点検作業はしようと思っていま
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すが、今後ともしっかりと守っていきたいと思っています。 

　次に、原産地基準についてです。 

　先ほど議員もおっしゃられましたが、熟成肉と精米の２点が今回厳しく制限されます。

簡単に言うと、熟成肉というのは、例えば、そこの地域で肥育されていない牛肉を持って

きて、そこで一定期間熟成し、我がまちの返礼品ですよというのは駄目だとなります。も

っと言いますと、浜中町がオーストラリアから肉を仕入れて熟成し、浜中町産熟成肉と言

う返礼品は駄目だということです。 

　そして、精米も同様です。例えば、秋田県から米を仕入れ、それをここで精米し、浜中

町産○○米とするというのはオーケーですということも外されております。 

　ただ、熟成肉も精米も私たちのところにはございません。唯一、肉についてはスターゼ

ンという会社が東にあるのですが、そこで用いているのは浜中町で肥育された牛肉です。

これは返礼品として出すことができますので、ルール上は全く問題ないということで、熟

成肉に関する基準はクリアできている状況です。 

　ですから、原産地基準のルール変更の影響は受けないと考えておりますので、ご理解い

ただければと思います。 

　次に、３点目の現在の寄附金の状況でございます。 

　昨年、最終的に１０億４６００万円ということで、３億円近い寄附額の増を達成したと

ころでありますが、今年度もさらなる寄附額増加に向けた取組を行っており、例えば、ポ

ータルサイトを増やし、さらに周知したということがございます。それから、今年の秋に

も様々なイベントに出展いたします。事業者の取組がやはり一番大きいのですけれども、

そういったことで今年度の寄附額も増加傾向にあります。 

　議員から、８月末の推移についてのご質問がありましたので、昨年の８月末と今年の８

月末の対比でご説明申し上げたいと思います。 

　まず、昨年の８月末が１万２１７０件で、本年８月末で１万９９７３件でして、７８０

３件の増です。また、寄附額は、昨年の８月末で２億２５万６０００円で、今年の８月末

で３億２６７５万６０００円でして、１億２６５０万円程度の増で今のところは推移して

おります。 

　今年、ポータルサイトを１３サイトに増やしており、そのサイトからの寄附も好調です。

先ほど総務省の経費の変更の話をいたしましたが、あまり過剰に経費もかけず、しっかり

と寄附を募っていければと思っていますので、そういったご理解をいただければと思いま

す。 

　品目につきましては、議員がおっしゃったとおり、ハーゲンダッツがどうしても主力に

なってしまいます。割合で申し上げますと、今年は８５％ぐらいがハーゲンダッツで、残

りの１５％が海産物となっております。 

○議長（落合俊雄君）　１番三上浅雄議員。 

○１番（三上浅雄君）　パンフレットは、全部変えるのではなく、それを利用した中で新
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しいものを取り入れていくということでした。ＱＲコード、それから、動画についてはこ

れから考えられるということですね。 

　２点目の１０月１日ルールも理解できました。うちの町ではそういうものを扱っていな

いし、５０％の厳密化をされても特段影響は受けないのも理解できました。 

　そして、夏場ですので、やっぱりハーゲンダッツが多いのですね。前から乳製品が多か

ったのですけれども、８割近くということですね。漁協からもいろいろなものを出すので

すけれども、いかんせん、今の漁業環境の変化についていけないといいますか、加工する

にも何するにも原材料の確保ができないような状態であります。 

　新しい返礼品の開発といっても、例えば、去年、トキシラズの鮭フレークをつくりまし

たよね。でも、今年のトキシラズは全くの不漁なのです。定置でも何でも飛んでもない高

値です。１キログラム２万円とかで、そんな値段のものを加工フレークなんかにできるわ

けがなくて、こういうふうに取れるものも変化してきているのです。加工となると、変な

話、高級なものではなく、手ごろな値段で販売できるものがあるのですが、そういうもの

が今は見当たらないような状況です。 

　ホタテを若干ちょしていますよね。ここでは別に中国に輸出するわけではないから関係

ないと思うのですけれども、ＡＬＰＳ処理水の問題もあり、いろいろな面で漁業界に影響

してくるのだろうなと思います。貝類は、特別、ＡＬＰＳ処理水を嫌うといいますか、貝

類ではかなりの影響が出るのかなということは心配しています。 

　ただ、商工観光でふるさと納税の寄附金を一生懸命伸ばす努力をしているということは

十分に理解しました。ルールに従って、これからもやってほしいことをお願いします。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　１点だけお聞きしたいと思います。 

　１５ページの歳入の寄附金なのですが、説明では３件分とありました。その詳細を説明

していただきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君）　議案の１５ページから１６ページにかけての一般寄附につい

てお答えをいたします。 

　この寄附につきましては、本年４月から現在までで３件の皆様から寄附をいただいてお

ります。５月に高部電気様、６月には厚浜木材加工協同組合様、そして、株式会社開発工

営社様からということで、合計で３団体から２４０万円の一般寄附があったものでござい

ます。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　一般家庭というのですか、私たちにしてみれば、寄附金をいただ

いて何で補正するのかなと思ったものですから、今日の質問になりました。 

○議長（落合俊雄君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（落合俊雄君）　これで質疑を終わります。 

　これから議案第７８号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第７８号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第７８号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第３　議案第７９号　令和５年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第３、議案第７９号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第７９号令和５年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について、提案の理由をご説明申し上げます。 

　このたびは、令和４年度介護給付費等の確定に伴う国庫負担金等の精算について補正を

お願いするものであります。 

　補正の内容を申し上げますと、歳出では、５款諸支出金、国庫支出金等返還金で、介護

給付費負担金等の前年度精算により、国庫負担金補助等返還金２３６万４０００円の増と

なります。 

　一方、歳入につきましては、７款繰越金、前年度剰余金２３６万４０００円を追加し、

収支の均衡を図ろうとするものであります。 

　この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は４億９５７１万８０００円となります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第７９号の質疑を行います。 

　歳入歳出一括して行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これから議案第７９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第７９号を採決します。 
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　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第７９号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第４　議案第８０号　令和５年度浜中診療所特別会計補正予算（第２号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第４、議案第８０号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第８０号令和５年度浜中診療所特別会計補正予算（第２号）に

ついて、提案の理由をご説明申し上げます。 

　このたびは、過疎債一時同意額の減額による財源調整や床暖房自動制御機器修繕などに

ついて補正をお願いするものであります。 

　補正の内容を申し上げますと、歳出では、１款総務費、浜中診療所管理に要する経費で、

床暖房自動制御機器の修繕に伴う修繕料２０万１０００円の追加、床暖房システム調整に

係る手数料９万９０００円の追加、衣類乾燥機故障による買換えで、施設用備品購入５万

９０００円の追加により３５万９０００円の追加、浜中診療所運営に要する経費では、医

師増員による各種医師会への負担金４万円を追加、一方、歳入につきましては、５款繰越

金で、前年度繰越金９２６万９０００円の追加、７款町債では、施設改修事業債８２０万

円の減、医療機器整備事業債７０万円を減額しようとするものであります。 

　この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は３億７１４３万２０００円となります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第８０号の質疑を行います。 

　歳入歳出一括して行います。 

　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　５２ページの修繕料についてです。 

　床暖房自動制御機器の補修ということで２０万１０００円の補正であります。 

　診療所は全館床暖房によって暖房が賄われているものと思うのですけれども、自動制御

というからにはもちろん自動で制御するのでしょうけれども、どのような不具合が生じて

いたのか、そして、それを補修する上で、全館だと多分２０万円では済まないので、どこ

かの部分なのかなと思うのですけれども、その内容をもう少し分かりやすく説明していた

だければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　診療所事務長。 
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○診療所事務長（中山正教君）　お答えいたします。 

　診療所の暖房設備は、今おっしゃられたとおり、全室電気による床暖房と一部蓄熱暖房

器を併用して稼働させております。 

　私が着任したのが令和元年度ですが、そのときから温度が上がらない部屋と温度が上が

り過ぎる部屋がありました。常時使用する部屋ではなかったので、そのままにして少し様

子を見ていたのですが、このたび、コロナ禍でその部屋を使うことになりまして、昨年度、

予算措置し、暖房取扱業者に調査依頼をしたところ、電気監視装置の中にヒーター制御用

接点開閉器というマグネットスイッチみたいなものに故障があると指摘をされました。そ

して、その開閉器を取り替えることによって改善されるのではないかということになって

おります。 

　手数料で９万９０００円を見ております。修繕する業者は電気事業者が行えるのですけ

れども、札幌から暖房機を設置した業者を呼んで温度設定や調整をしていただくことにな

っております。 

　なお、診療所にマニュアルが存在しておらず、その使い方も含め、業者から指導を受け

てこれから管理していこうと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　これで質疑を終わります。 

　これから議案第８０号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第８０号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第５　議案第８１号　令和５年度浜中町下水道事業会計補正予算（第１号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第５、議案第８１号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第８１号令和５年度浜中町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、提案の理由をご説明申し上げます。 

　議案書６１ページの予算説明資料をお開きください。 
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　このたびの補正は修繕料などの予算不足によるもので、収益的収入で、１款下水道事業

収益２項営業外収益は、一般会計補助金３７７万９０００円を追加するものです。 

　収益的支出で、２款下水道事業費用１項営業費用１目管渠費２１２万２０００円の追加

は、新川マンホールポンプ場のポンプ修繕によるもの、３目総係費７万３０００円の追加

は下水道事業会計引継書などの印刷製本によるもの、５目資産減耗費７万９０００円の増

額は工具器具及び備品の除却によるもの、３項特別損失３目その他特別損失１５１万５０

００円の追加は、令和４年度の消費税額が確定したことにより、不足額を追加するもので

す。 

　５３ページにお戻りください。 

　議案第２条収益的収入及び支出の補正後の予定額は、それぞれ３７７万９０００円を追

加し、４億８９８万７０００円となります。 

　６１ページにお進みください。 

　資本的収入で、３款資本的収入１６５万４０００円の追加は、一般会計補助金１６５万

４０００円を追加するもの、資本的支出で、４款資本的支出１６５万４０００円の増額は、

霧多布クリーンセンターの器具である高度計と蒸留水製造装置が故障したため、更新する

ものであります。 

　５３ページにお戻りください。 

　議案第３条資本的収入及び支出で、補正後の資本的収入の予定額は１億１１９６万９０

００円、資本的支出は２億１０２１万３０００円に改め、議案第４条特例的収入及び支出

で、令和４年度下水道事業特別会計の打切決算により金額が確定したことから、予算第４

条の２に定めた当年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払い金の金額を

７２３万２０００円及び５７７万２０００円に改めようとするものであります。 

　次に、５４ページをお開きください。 

　議案第５条の予算第８条に定めた他会計からの補助金は、２億３７６２万２０００円に

改めようとするものであります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第８１号の質疑を行います。 

　歳入歳出一括して行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これから議案第８１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第８１号を採決します。 

　お諮りします。 
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　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第６　議案第８２号　令和４年度浜中町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に　 

　　　　　　ついて 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第６、議案第８２号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第８２号令和４年度浜中町水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について、提案の理由をご説明申し上げます。 

　本案につきましては、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、未処分利益剰余金

の処分については議会の議決が必要とされているものであります。 

　令和４年度の未処分利益剰余金２０６３万８５８０円の内容につきまして、当期純利益

のほか、企業債償還の一部財源として減債積立金を取り崩したことにより発生するその他

の未処分利益剰余金変動額であります。 

　なお、この処分につきましては、減債積立金１０６３万８５８０円、自己資本金に１０

００万円をそれぞれ積み立てるものであります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第８２号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これから議案第８２号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第８２号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第７　議案第８３号　浜中町教育委員会委員の任命同意について 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第７、議案第８３号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第８３号浜中町教育委員会委員の任命同意について、提案の理

由をご説明申し上げます。 

　現教育委員の天間館りゆう子氏におかれましては、令和５年９月３０日をもってご勇退

されることから、このたび、新たに教育委員会委員として中尾美奈氏を任命いたしたく、

ご提案した次第であります。 

　同氏は、ご経歴の示すとおり、人格、識見に優れ、教育委員として最適任と認めるとこ

ろであり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の

同意をいただきたく、提案した次第であります。 

　なお、任期は令和５年１０月１日から令和９年９月３０日までの４年間となりますので、

よろしくご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決することに決定しました。 

　これから議案第８３号を採決します。 

　この採決は無記名投票をもって行います。 

　議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（落合俊雄君）　ただいまの出席議員は９人です。 

　投票用紙を配ります。 

　なお、指示があるまで記入せず、お待ち願います。 

（投票用紙配付） 

○議長（落合俊雄君）　投票用紙の配付漏れを確認します。 

　配付漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　配付漏れなしと認めます。 

　投票箱を点検させます。 

（投票箱点検） 

○議長（落合俊雄君）　異状なしと認めます。 

　念のため、申し上げます。 
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　任命を可とする方は賛成と、否とする方は反対と記載して投票願います。 

　なお、重ねて申し上げます。 

　投票中、賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票は、会議規則第８４条の規

定により、否とみなします。 

　ただいまから投票用紙への記入をお願いします。 

　記入が済み次第、１番議員より、順次、投票願います。 

（投　　票） 

○議長（落合俊雄君）　投票漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　投票漏れなしと認めます。 

　投票を終わります。 

　これより開票を行います。 

　開票に当たり、会議規則第３２条の規定により、立会人に１番三上浅雄議員、２番渡邉

秀治議員を指名します。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　よって、両議員の立会いを願います。 

（開　　票） 

○議長（落合俊雄君）　投票の結果を報告します。 

　投票総数９票、これは出席議員数に符合しております。 

　有効投票９票、無効投票０票です。 

　有効投票のうち、賛成９票、反対０票。 

　以上のとおり、全員賛成であります。 

　したがって、議案第８３号は任命に同意することに決定しました。 

　議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第８　議案第８４号　人権擁護委員の候補者の推薦について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第８、議案第８４号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　議案第８４号人権擁護委員の候補者の推薦について、提案の理由を

ご説明申し上げます。 

　本町の人権擁護委員は、天間館りゆう子氏、佐々木栄氏、山口寿宏氏の３名であります
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が、このうち、山口寿宏氏が本年１２月３１日をもって任期満了となることから、釧路地

方法務局長から委嘱に伴う候補者の推薦依頼がありました。 

　山口寿宏氏は、平成３０年１月に委嘱されて以来、今日まで優れた活動実績を残されて

おり、また、人格、見識ともに優れ、広く社会の実情に通じ、人権擁護委員として最適任

と判断されますので、引き続き法務大臣に推薦いたしたく、ここに人権擁護委員法第６０

条第３項の規定により、議会の意見をいただきたく、提案した次第であります。 

　なお、任期は令和６年１月１日から令和８年１２月３１日までの３年間となりますので、

よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

　ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決することに決定しました。 

　これから議案第８４号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は適任と認めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第８４号は適任と認めることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第９　認定第１号　令和４年度浜中町一般会計歳入歳出決算の認定について 

　日程第１０　認定第２号　令和４年度浜中町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認　 

　　　　　　　定について 

　日程第１１　認定第３号　令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の　 

　　　　　　　認定について 

　日程第１２　認定第４号　令和４年度浜中町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に　 

　　　　　　　ついて 

　日程第１３　認定第５号　令和４年度浜中診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

　日程第１４　認定第６号　令和４年度浜中町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定　 

　　　　　　　について 

　日程第１５　認定第７号　令和４年度浜中町水道事業会計決算の認定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第９、認定第１号、ないし、日程第１５、認定第７号は関連

がありますので、一括議題とします。 

　本件について、提案理由の説明を求めます。 
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　町長。 

○町長（松本博君）　認定第１号から認定第７号までの７案件につきまして、一括して提

案の理由をご説明申し上げます。 

　地方自治法第２３３条第３項及び第５項では、各会計決算について、監査委員の意見を

つけて議会の認定に付さなければならないと規定されていることから、このたび、同法の

規定により、議会の認定に付すべく、ご提案を申し上げた次第であります。 

　令和４年度各会計の決算につきましては、７月１３日付で監査委員に提出し、８月２４

日付で審査意見書の提出をいただいております。 

　また、水道事業会計決算につきましては、地方公営企業法第３０条第４項で監査委員の

意見をつけて議会の認定に付さなければならないと規定されていることから、議会の認定

に付すべく提案するもので、５月２６日付で監査委員に提出し、６月３０日付で審査意見

書の提出をいただいております。 

　認定第１号の一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入総額９６億７６０８万６５２

６円、歳出総額９５億６０３３万５５０円で、歳入歳出差引きは１億１５７５万５９７６

円の黒字決算となります。 

　認定第２号の国民健康保険特別会計は、歳入総額１１億１８８７万３１００円、歳出総

額１１億１０８５万４３０７円、歳入歳出差引きは８０１万８７９３円の黒字決算となり

ます。 

　認定第３号の後期高齢者医療特別会計は、歳入総額７４４７万４１８３円、歳出総額７

３６３万６６３円、歳入歳出差引きは８４万３５２０円の黒字決算となります。 

　認定第４号の介護保険特別会計は、歳入総額４億９５３４万８８０１円、歳出総額４億

７７５６万４３８０円、歳入歳出差引きは１７７８万４４２１円の黒字決算となります。 

　認定第５号の浜中診療所特別会計は、歳入総額２億９４７６万４８７６円、歳出総額２

億８０８４万６８７７円、歳入歳出差引きは１３９１万８９９９円の黒字決算となります。 

　認定第６号の下水道事業特別会計は、歳入総額３億９９４１万９１６４円、歳出総額３

億９１２２万４５０１円、歳入歳出差引きは８１９万４６６３円の黒字決算となります。 

　認定第７号の水道事業会計は、収益的収支につきましては、収入の営業収益は１億１６

０４万５３９７円、営業外収益は８０８１万４６６８円で、収入総額は１億９６８６万６

５円、支出の営業費用は１億７８２３万６９１８円、営業外費用は７９８万４５６７円で、

支出総額は１億８６２２万１４８５円で、１０６３万８５８０円の当期純利益を生じる決

算となりました。 

　この利益剰余金につきましては、全額を減債積立金として、令和４年分として取り崩し

た減債積立金１０００万円は、その他の未処分利益剰余金変動額となることから、組入資

本金として処分いたします。 

　資本的収支につきましては、収入総額は５４９１万９７９４円、支出総額は９４１６万

９５０５円で、収入総額が支出総額に対し不足する額３９２４万９７１１円は、減債積立



- 25 - 

金１０００万円、過年度分損益勘定留保資金２９２４万９７１１円で補塡いたしました。 

　以上、各会計の決算状況を申し上げましたが、令和４年度は、前年度に引き続き、新型

コロナウイルス感染症や国際情勢の影響により、地域経済が非常に厳しい状況であった中、

行財政の運営に当たりましては常に危機感を持ちながら当面する事業の執行に万全を期し

てまいりました。 

　今後とも、町政運営につきましては、まちづくりの基本テーマの下、町民の皆様との対

話を大切にし、地域とともに個性豊かな活力ある将来の展望を切り開くべく、産業基盤、

生活環境、福祉、教育文化等の整備、充実に力を注ぎ、安全で快適なまちづくりを推し進

める所存であります。 

　日頃より、町政執行に際しましては、議員各位のご理解とご協力に深く感謝を申し上げ

ますとともに、今後とも、本町の経済活性化と活気のあるまちづくりに向け、積極的かつ

効率的な行財政の運営に努めてまいりますので、よろしくご審議、認定を賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　ただいま提案されました認定第１号ないし認定第７号は、９人の委員で構成する決算審

査特別委員会を設置し、これに審査の付託をし、閉会中の継続審査にしたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、認定第１号ないし認定第７号については、９人の委員によって構成する決

算審査特別委員会を設置し、これに審査の付託をし、閉会中の継続審査とすることに決定

しました。 

　お諮りします。 

　ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、委員会条例第６条

の規定により、議長において、１番三上浅雄議員、２番渡邉秀治議員、３番國井葵議員、

４番三膳時子議員、５番川村義春議員、６番田甫哲朗議員、７番渡部貴士議員、８番谷村

敦議員、９番成田良雄議員を指名したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、ただいま指名した９人の議員を決算審査特別委員会委員に選任することに

決定しました。 

　次に、この委員会には地方自治法第９８条第１項の権限を委任したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 
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　したがって、本件はそのように決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１６　報告第１０号　令和４年度浜中町財政健全化判断比率の報告について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１６、報告第１０号を議題とします。 

　本件について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　報告第１０号令和４年度浜中町財政健全化判断比率の報告について、

提案の理由をご説明申し上げます。 

　平成２１年４月から全面施行された地方公共団体の財政の健全化に関する法律では、地

方公共団体の財政の健全性に関する比率の公表制度が設けられました。これにより、当該

比率に応じて財政の早期健全化及び再生並びに公営企業の経営の健全化を図るための計画

を策定し、財政運営について外部監査を求めるなど、当該地方公共団体の財政の健全化に

資することが目的とされております。 

　本町の令和４年度財政健全化判断比率につきましては、普通会計の実質赤字比率及び全

会計を対象とした連結実質赤字比率は、先ほど決算の認定でご説明申し上げましたとおり、

一般会計を含む全会計が黒字決算となっております。 

　次に、一般会計等の元利償還金等の標準財政規模に対する割合を示す実質公債費比率に

つきましては１１．５％、一般会計等が将来負担すべき実質的な負担の標準的財政規模に

対する割合を示す将来負担比率につきましては６７．４％と、いずれも早期健全化基準の

割合を下回っております。 

　本町における実質公債費比率につきましては、平成１８年度から７か年計画の公債費負

担適正化計画に基づき、平成２４年度に１３％台の比率になるよう計画の推進に努め、平

成２３年度においてその目標を達成し、以降、順調に改善してきたところであります。 

　令和４年度におきましては、前年度と比較しますと０．７ポイント悪化しており、主な

要因は、近年の大型事業に対する地方債償還額が増加したことによるものであります。こ

のことから、今後においても、事業の厳正な精査を行い、改善に取り組む所存であります。 

　なお、お示しした比率は、いずれも早期健全化基準の範囲内ではあるものの、本町は地

方交付税が依存財源の主軸となっていることから、今後も、財政の健全化に向けた政策を

基本とし、財政運営を進めてまいります。 

　ここに、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、監査

委員の意見書を付して報告する次第であります。 

○議長（落合俊雄君）　これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これで報告を終わります。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１７　報告第１１号　令和４年度浜中町公営企業資金不足比率の報告について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１７、報告第１１号を議題とします。 

　本件について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（松本博君）　報告第１１号令和４年度浜中町公営企業資金不足比率の報告につい

て、提案の理由をご説明申し上げます。 

　本案の資金不足比率につきましては、資金不足額が事業の規模に対する割合を示すもの

で、令和４年度決算における地方公営企業法の適用企業である水道事業会計及び同法非適

用事業である下水道事業特別会計のいずれも資金不足の状態にはなく、資金不足比率は生

じておりません。 

　なお、資金不足比率の経営健全化基準は２０％であります。 

　ここに、地方公共企業団体の財政の健全化に関する法律第２条第１項の規定に基づき、

監査委員の意見書を付して報告する次第であります。 

○議長（落合俊雄君）　これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これで報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１８　議員の派遣について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１８、議員の派遣についてを議題とします。 

　釧路町村議会議長会主催による議員研修会に議員を派遣することにしたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、会議規則第１２０条の規定によって、議員を派遣することに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１９　閉会中の継続調査の申し出について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１９、閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

　各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から、目下委員会において調査中の事件

について、会議規則第７５条の規定によって、お手元にお配りした申出書のとおり、閉会

中の継続審査の申出がありました。 

　お諮りします。 



- 28 - 

　各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉　　会　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。 

　したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本定例会は閉会することに決定しました。 

　これをもって令和５年第３回浜中町議会定例会を閉会します。 

　ご苦労さまでした。 

（閉会　午前１１時４５分）


